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氏　名 研究プロジェクト題目 共同研究者 関連部局
ミッション
有村源一郎 テルペン生合成遺伝子を発現さ 矢崎一史


























杉本貢一 植物の化学感覚 矢崎一史 山口大学医学系研究科

















高谷光 創製とバイオリニューアブル化 渡辺隆司 京都大学化学研究所




























































































































































































































































































































































































































































































氏　名 研究プロジェクト題目 共同研究者 関連部局
ミッション





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大橋康典 アカシア材の化学資源化を目指したマイクロ波およびその増感剤を95 8日 （生存圏研究所・ミッション専攻研究員） 利用した反応系の開発（2）
DrZho㎎wei　Guan96 7月 15日 （生存圏研究所・客員准教授）
Computer　Mode11ing　of　Timber　Struotur6s
Md．Mahabubur　Rahman97 22日 （生存圏研究所・ミッション専攻研究員）
R6generation　and　Genetio　Transformation　of　Aoacia　mangium
一99一
91ヨ
　　　　　柳川綾
i生存圏研究所・JSPS特別研究員）
イエシロアリの行動を利用した糸状菌感染阻止の仕組み98
X9
P00
9月 16目
　　　Sasa　So～an　Munawar
i生存圏研究所・ミッション専攻研究員）
Deve1opment　of　acacia　mangium　bark　molded　products　reinforced　with
獅≠狽浮窒≠戟@acids　and　non－wood　plant伺bers
30日
　　　　　　鄭基浩
i生存圏研究所・ミッション専攻研究員）
スギ圧縮木材を用いたG1R（Glued－in－Rod）接合部の開発
14日
　　　　　　疋島充
i生存圏研究所・ミッション専攻研究員〕
地球放射線帯でのコーラス波動の発生と粒子ダイナミクスヘの寄与101
P02
P03
1O月 21日
ヨサファットテトォコスリスマンティコ
i千葉大学環境リモートセンシング研究
@　　　センター・准教授）
CP－SAR搭載小型衛星の開発・長期間DlnSARによる地盤沈下の体
ﾏ変化の抽出
28日
　　　W6n－Shao　Cha㎎
i生存圏研究所・JSPS特別研究員）
台湾の伝統的木構造の構造性能とその補強
11日
　　今井友也
i生存圏研究所・准教授）
セルロース生合成における紡糸機構解明を目指して104
P05
P06
11月 18日
　　　鈴木史朗
i京都大学生存基盤科学研究
@　ユニット・助教）
木部形成の遺伝子発現制御機構とその応用
25日
　　　斉藤昭則
i京都大学理学研究科・助教）
長期問継続する太陽活動度極小期における中低緯度電離圏擾乱
107
P08
9日
　　　　杉本貢一
i京都大学生態学研究センター
@　　　・研究員）
植物が放散する揮発性化合物の生理・生態学的機能の解析
12月
16日
　　　　　入江俊一
i滋賀県立大学環境科学部・准教授）
白色腐朽菌におけるリグニン分解系発現調節遺伝子の解析＝高リグ
jン分解菌育種ターゲットの発見を目指して
13日
　　　　　山根悠介
i京都大学東南アジア研究所・研究員）
バングラデシュ1こおけるシビアローカルストーム発生日1＝おげる総
ﾏ場の特徴
109
P10
P11
1月 20日
　　　上高原潜
i京都大学農学研究科・助教）
セルロース誘導体の水中での会合構造の解明と構造一物性相関
27日
　　　　陀安一郎
i京都大学生態学研究センター
@　　　・准教授）
アミノ酸窒素同位体比指標を用いた土壌動物群集の食物網構造推
10日
　　　渡邊裕美子
i京都大学理学研究科・助教）
インドネシア・ジャワ島の鍾乳石を用いた古気候学的研究112
P13
2月
17日
　　　　　徳地直子
i京都大学フィールド科学教育研究
@　　センター・准教授）
物質循環からみた里山の特徴（予報）
一100一
2．7「生存圏ミッションシンポジウム」の開催
第142・143回生存圏シンポジウム
　　「生存圏ミッションシンポジウム」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム
3月11日（木）（宇治おうばくプラザきはだホール）
10130　　挨　拶川井秀一（京都大学生存圏研究所所長）
〔ミッション活動紹介〕（含む、公募型ミッションプロジェクトの成果紹介）
10：40　　ミッション1：環境計測・地球再生
11100　ミッション2：太陽エネルギー変換・利用
11120　　ミッション3：宇宙環境・利用
11：40　　ミッション4：循環型資源・材料開発
13：00　インターミッション
〔生存圏科学萌芽研究紹介〕
13：20　大橋康典
　　　　　　アカシア材の化学資源化を日指したマイクロ波およびその増感剤を利用した反応系の開発
13132　坂東麻衣
　　　　　　宇宙環境利用のための軌道制御に関する研究
13：44　原田英美子
　　　　　　　樹木を用いた重金属汚染土壌のファイトレメディエーション法の開発研究
13：56　　　　Sasa　Sofyan　Munawar
　　　　　　　Deve　lopment　of月。∂oゴ∂mθ刀8ゴα”bark　mo！〔1ed　product　s　re　inforced　　wi　th　natural　ac　i　ds
　　　　　　　and　non－wood　plant　fibers
14：08　Md．Mahabubur　Ra㎞an
　　　　　　　Regenerat　ion　and　Genet　i　c　Transformat　i　on　of　／o∂cノ∂mθη8ゴαn
14：20　鄭基浩
　　　　　　スギ圧縮木材を用いたGlR接合部の開発
14：32　疋島充
　　　　　　　地球磁気圏放射線帯における高エネルギー粒子ダイナミクスの解明
〔生存圏科学萌芽研究紹介〕
15：05　入江俊一　（滋賀県立大学環境科学部）
　　　　　　　環境応答システムに関するポストゲノム解析を利用した新規なリグニン分解菌の育種
15：17　徳田陽明（京都大学化学研究所）・上田義勝　（京都大学生存圏研究所）
　　　　　　燃料電池利用に向けたケイリン酸塩系有機一無機ハイブリッド膜の電気特性に関する研究
15129　上高原　浩（京都大学大学院農学研究科）
　　　　　　セルロース誘導体の水中での会合構造の解明と構造一物性相関
15：41　Josaphat　Tetuko　Sri　S㎜antyo（千葉大学環境リモートセンシング研究センター）
　　　　　　小型衛星打ち上げに向ける円偏波合成開口レーダ搭載無人航空機（CP－SAR　UAV）の開発
15：53　森拓郎（京都大学生存圏研究所）・簗瀬佳之（京都大学大学院農学研究科）
　　　　　　マイクロフォーカスX線CTを用いたアメリカカンザイシロアリの食害部分の可視化と残存
　　　　　　強度の評価
一101一
16130ポスター発表（宇治おうばくプラザハイブリッドスペース）
3月12日（金）（生存圏研究所木質ホール3階大会議室）
9：30
12：30
13：00
13：20
13：40
14100
14：45
開放型研究推進部共同利用専門委員会活動紹介
　MUレーダー
　先端電波科学計算機実験装置（A－KDK）
　マイクロ波エネルギー伝送実験装置（METLAB／SPSLAB）
　赤道大気レーダー（EAR）
　木質材料実験棟
　居住圏劣化生物飼育棟（DOL）／生活・森林圏シミュレーションフィールド（LSF）
　持続可能生存圏開拓診断（DASH）／森林バイオマス評価分析システム（FBAS）
　生存圏データベース
　生存圏研究所活動概況紹介
　開放型研究推進部　活動概況紹介
　生存圏学際萌芽研究センター　活動概況紹介
　生存圏研究所　連携活動紹介
　ミッション活動総括・総合討論
閉会
3　共同研究集会
　生存圏の正しい理解と問題解決のために、環境計測・地球再生、太陽エネルギー変換・利用、宇宙環境・
利用、循環型資源・材料開発をミッションとし、ミッションと深く関わる研究テーマについて、全国・国
際レベルでプロジェクト研究を展開するとともに、公開シンポジウムを積極的に開催して成果を社会に発
信する。
本年度のシンポジウム実施状況
本年度は第125回から第148回の生存圏シンポジウムを開催した。24件のうち、生存圏研究所の全国共同
利用の展開と研究所ミッションの推進に関連した専門委員会主催のシンポジウムが7件である。残りの17
件は生存圏科学研究の関連分野における萌芽的研究に関するテーマや生存圏プロジェクトに関連の深いテ
ーマについて全国の研究者が集中的に討議する「公募型シンポジウム」である。また、国際会議（海外の
講演者を含む会議）も9件（うち、生存圏シンポジウムは、第125，！28，130，131回の4件、参力口人数524
人）を数える。参加人数は1968名であった。
生存圏シンポジウム
回 開催日（開催場所） シンポジウムタイトル
第125回
平成21年5月12－23日
iカナダ／オンタリオ州London
bonvention　Centre）
MSTレーダ』スクールならびに
謔P2回国際MSTレーダーワークショップ
第126回平成21年5月22日i生存研／木質ホール） 木造住宅の長寿命化を考える
一102一
　　　　　平成21年7月27日第127回　　　　　（生存研／木質ホール）
木質ラーメン架構の現状と課題
平成21年8月4－5目 3rd　Humanosphere　Sc　i　ence　Schoo1　2009
第128回　（インドネシア／リアウ大学才
“Sc　ient　ific　Exp1－orat　ion　and　Sustainab　le　ManageInent　of
都キャンパス大教室） Peat　Land　Resources　in　Giam　Siak－Bukit　Batu　BiosphereReserve　of　Ri　au，　Sumatra”
　　　　　平成21年9月10－11日第129回　　　　　（生存研／木質ホール）
第3回赤道大気レーダーシンポジウム
平成21年10月25－26日
第130回　（京都大学／稲盛ホール IGAC－SPARC国際ワークショップ
（芝蘭会館本館））
IGAC－SPARC　Int　ernat　i　onaユ　Workshop
平成21年10月10－13日
第131回　（京都大学／おうばくプラザ 大気現象に関する観測とモデル研究に関する国際シンポジウ
きはだホール・木質ホール） ム
平成21年11月21日
第132回　（京都大学／おうばくプラザ 生存圏フォーラム第2回総会
きはだホール）
平成21年12月4日
第！33回　（京都大学／おうばくプラザ 第2回宇宙環境・利用シンポジウム
セミナー室）
平成22年1月19－20日
第134回　（京都大学／おうばくプラザ 第5回MUレーダーシンポジウム
きはだホール）
平成22年1月30－31日
第！35回　（京都大学東南アジア研究所／ 南アジアの気象現象と人間活動に関する研究集会
稲盛財団記念館小会議室II）
　　　　　平成22年2月22日第136回　　　　　（生存研／木質ホール） 生存圏データベ』ス（材鑑調査室）全国国際共同利用研究成
果発表会
平成22年2月23日
第137回　（キャンパスプラザ京都 木の文化と科学9
第3講義室） WOOD　CULTURE　AND　SCIENCE　IX
杵　　　　平成22年2月25日用138回　　　　　（生存研／木質ホール） 居住圏劣化生物飼育棟（DOL）／生活・森林圏シミュレーション
フィールド（LSF）全国・国際共同利研究成果報告会
粋　　　　平成22年3月4日用139回　　　　　（生存研／木質ホール） 第6回持続的生存圏創成のためのエネルギー循環シンポジウ
ムーバイオマス変換とマイクロ波応用一
平成22年月3月8－9日
第／40回　（九州大学筑紫キャンパス SGEPSS波動分科会
総合研究棟303講義室） 「相対論的プラズマシンポジウム」
平成22年3月8－9日
第141回　（京都大学／総合研究実験棟 RISH電波科学計算機実験シンポジウム
セミナー室・講義室）
（KDKシンポジウム）
　　　　　平成22年3月11－12日第！42回　　　　＿　　　　　（11日：尺都大学／おうばく
プラザきはだホール 生存圏ミッションシンポジウム
第143回　12日＝生存研／木質ホール）
■103一
第144回
平成22年3月15日
i京都大学／おうばくプラザ
ｫはだホール）
第4回バイオ材料プロジェクトr百年前を振り返り、次の百
Nを目指すバイオ材料を次世代基幹産業の柱のひとつに」
第145回平成22年3月26日i生存研／木質ホール） 木質材料実験棟H21年度共同利用研究
第146回平成22年3月3口および8日i生存研／木質ホール） 第9回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会
第147回
平成22年1月22日
i京都大学／おうばくプラザ
ｫはだホール）
Metaエ　hyperaccumu工ator
齔A物の金属集積機構の解明とその応用に向けて一
策148回
平成21年11月13－14日
i京都大学／おうばくプラザ
Zミナー室）
第12回宇宙太陽発電システム（SPS）シンポジウム　12th
rolar　Power　Sate　l　l　i　te　Sympos　ium
一104一
